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令和５年度牧之原市市民意識調査結果（一部抜粋）について 

 

１ 調査の概要 

・目   的 市の取り組みに対する市民の評価や意識を把握するとともに、第３次

総合計画の進捗管理及び推進の資料とするために実施する。 

 ・調査期間 ４月 28日（金）～５月 12日（金） 

 ・対   象 16歳以上の市民 1,400人を無作為抽出 

 ・実施方法 配布：郵送 

        回答：郵送又はインターネットによる回答（無記名） 

  ・発 送 数 1,398通（転出等により２通未達） 

 ・有効回収数 685件 有効回収率 48.9％（うちネット回答率 29.8％） 

  

２ 年代別詳細 

年代 10 代 20代 30代 40代 50代 60代 
70 歳
以上 

無回答 合計 

発送(R4・R5) 100 250 250 200 200 200 200 - 1,398 
（未達２通除く） 

R5 

回答数 

(ネット回答数) 

31 

(16) 

85 

(40) 

95 

(35) 

92 

(47) 

110 

(38) 

141 

(21) 

118 

(7) 

13 

(-) 

685 

(204) 

回答率 

(ネット回答率) 

31.0% 

(51．6%) 

34.0% 

(47．1%) 

38.0% 

(36.8%) 

46.0% 

(51.1%) 

55.0% 

(34.5%) 

70.5% 

(14.1%) 

59.0% 

(6.2%) 

- 

(-) 

48.9% 

(29.8%) 

年齢比 4.5% 12.4% 13.9% 13.4% 16.1% 20.6% 17.2% 1.9% 100% 

R4 

回答数 

(ネット回答数) 

45 

(21) 

76 

(40) 

109 

(46) 

99 

(43) 

110 

(40) 

157 

(21) 

133 

(5) 

20 

(1) 

749 

(217) 

回答率 

(ネット回答率) 

45.0% 

(46.7%) 

30.4% 

(52.6%) 

43.6% 

(42.2%) 

49.5% 

(43.4%) 

55.0% 

(36.4%) 

78.5% 

(13.4%) 

66.5% 

(3.8%) 

- 

(5.0%) 

53.6% 

(29.0%) 

年齢比 6.0% 10.1% 14.6% 13.2% 14.7% 21.0% 17.8% 2.7% 100% 

・令和３年度から各年代の回答数が均等になるよう、抽出数の見直しを行っている。 

・高い年代ほど回答率が高くなっている。 

・令和４年度からインターネット回答を導入した。全体として、回答者の約３割がイ

ンターネットによる回答を行い、特に 10・20・40 代は約半数がインターネットに

よる回答を行った。 

 

【参考】 
(過去３年間の結果) 
R4：749 件  

53.6％ 

R3：790 件  

56.5％ 

R2：832 件  

59.6％ 

定例記者懇談会 資料№１  

令和５年６月 27日 

企画政策部 秘書政策課 

0548-23-0052 



 
 

３ 調査結果（一部抜粋） 

（１）【今お住まいの場所に今後も住み続けたいと思いますか？】 

 

・「住み続けたい」が前年度から 5.8％減少して 55％を切った。 

・「市外へ移りたい」が５％増加して 20％台となった。 

・「市内の他の場所へ移りたい」、「市外へ移りたい」を選択した方の理由は次のと

おり。 

 

（２）【市内外含め他の場所へ移りたい理由（27.5％）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」「通勤や通学など交通面が不 

便だから」「地震や津波などの被災のおそれがあるから」が変わらず上位となっ 

ている。 

・生活利便性に関する２項目については割合が増加したが、被災のおそれに関す

る項目については割合が減少した。 

54.5%

60.3%

60.5%

62.3%

59.5%

62.2%

5.5%

5.2%

6.8%

6.4%

5.6%

5.7%

22.0%

17.0%

18.1%

17.8%

17.6%

17.2%

16.9%

16.6%

13.5%

13.2%

15.3%

13.9%

1.0%

0.9%

1.0%

0.4%

2.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5

(n=685)

R4

(n=749)

R3

(n=790)

R2

(n=832)

R1

(n=766)

H30

(n=796)

住み続けたい 市内の他の場所へ移りたい 市外へ移りたい わからない 無回答

0.6 

10.2 

15.7 

7.2 

4.8 

21.1 

41.0 

1.8 

23.5 

10.8 

9.0 

41.6 

45.8 

0

7.9

13.8

5.8

25.9

38.1

1.6

22.8

11.6

5.8

45.5

50.8

無回答

その他

勤めたい会社が市内にないから

故郷ではないから

知人や親族がいないから

人間関係やしきたり等が煩わしいから

地震や津波などの被災のおそれがあるから

自然環境が悪化しているから

医療や介護の環境が良くないから

子育てや教育の環境が良くないから

道路などの生活基盤が整備されていないから

通勤や通学など交通面が不便だから

公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから

R5 R4(n=685) (n=749) 



 
 

53.6%

57.4%

51.3%

55.3%

52.5%

47.3%

51.7%

49.4%

47.9%

44.5%

37.7%

32.0%

28.5%

19.8%

18.5%

23.3%

19.4%

20.2%

23.8%

20.9%

23.6%

25.8%

23.1%

26.8%

36.4%

42.2%

10.7%

12.6%

12.4%

15.5%

16.1%

18.4%

17.5%

17.3%

15.9%

21.2%

22.2%

20.7%

19.9%

5.1%

1.7%

5.4%

4.4%

5.9%

6.5%

5.7%

6.7%

7.6%

8.2%

11.0%

8.9%

8.0%

9.6%

7.2%

6.6%

4.1%

4.0%

3.3%

3.1%

2.6%

2.1%

2.2%

1.8%

1.5%

1.5%

1.2%

2.6%

1.0%

1.3%

1.4%

0.7%

1.0%

0.4%

0.7%

1.0%

0.5%

0.4%

0.0%

H 2 3

( N = 6 0 5 )

H 2 4

( N = 5 3 0 )

H 2 5

( N = 8 5 8 )

H 2 6

( N = 7 8 7 )

H 2 7

( N = 8 3 3 )

H 2 8

( N = 8 3 1 )

H 2 9

( N = 8 0 4 )

H 3 0

( N = 7 9 6 )

R 1

( N = 7 6 6 )

R 2

( N = 8 3 2 )

R 3

( N = 7 9 0 )

R 4

( N = 7 4 9 )

R 5

( N = 6 8 5 )

浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうがよい 浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうがよい

どちらともいえない わからない

その他 無回答

（３）【「公共施設の最適化」に対応するための取組で知っているもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・「学校再編の取組」について、令和５年度は、10.1ポイント増加し 66.4％と

なった。 

  ・令和５年度調査から「図書館の整備」と「多目的体育館の整備」の２項目を

追加した。 

 

（４）【浜岡原子力発電所の今後についてどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 

0.5 

19.4 

24.3 

17.0 

55.1 

32.0 

56.3 

1.2 

0.7 

14.9 

22.2 

19.1 

41.9 

16.8 

53.7 

28.5 

66.4 

無回答

その他

知らない

多目的体育館の整備

老朽化施設の取り壊し

図書館の整備

消防団詰所の統廃合

片浜小学校の利活用

保育施設の民営化

学校再編の取組

R5 R4(n=685) (n=749) 



 
 

・「浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうがよい」が 5.8ポイント  

増加し 42.2％となり、「浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうがよい」は 3.5

ポイント減少し 28.5％となった。令和４年度に「安全が確認できれば、稼働した

ほうがよい」が「停止しておいたほうがよい」を逆転したが、その傾向が今年度

も続いている。 

・「その他」の中には「廃炉」という意見などが含まれている。 

・性別、年齢別クロス集計結果は次のとおり 

 

【浜岡原子力発電所の今後についてどう思うか：クロス集計（性別・年齢別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ５ 

集計結果 

Ｒ４ 

集計結果 

34.9 

37.8 

36.1 

38.2 

29.3 

23.9 

22.4 

20.0 

34.9 

36.7 

34.6 

28.2 

45.5 

37.6 

43.4 

37.8 

18.6 

20.0 

22.4 

20.9 

20.2 

21.1 

19.7 

20.0 

7.0 

4.4 

4.5 

11.8 

3.0 

15.6 

13.2 

22.2 

2.3 

1.1 

2.5 

0.9 

2.0 

0.9 

1.3 

0.0 

2.3 

0.9 

8 0歳以上

7 0～79歳

6 0～69歳

5 0～59歳

4 0～49歳

3 0～39歳

2 0～29歳

1 9歳以下

20.0 

41.6 

34.1 

23.6 

23.9 

21.1 

18.8 

35.5 

40.0 

30.1 

42.8 

50.0 

47.8 

45.3 

47.1 

22.6 

20.0 

17.7 

16.7 

18.2 

19.6 

25.3 

18.8 

25.8 

20.0 

8.0 

6.2 

5.5 

6.5 

8.4 

14.1 

12.9 

2.7 

2.7 

2.2 

1.2 

3.2 

8 0歳以上

7 0～79歳

6 0～69歳

5 0～59歳

4 0～49歳

3 0～39歳

2 0～29歳

1 9歳以下

22.7 

32.3 

31.4 

45.5 

29.3 

46.4 

18.2 

25.3 

14.4 

9.1 

12.5 

4.9 

4.5 

0.5 

2.6 

回答しない

女性

男性

停止しておいたほうがよい 安全が確認できれば、稼働したほうがよい

どちらともいえない わからない

その他

24.0 

30.0 

27.0 

24.0 

34.8 

52.7 

40.0 

22.9 

13.9 

8.0 

11.9 

3.7 

4.0 

0.3 

2.7 

性別を回答しない

女性

男性

性別を 

(n=306) 

(n=399) 

(n=22) 

(n=45) 

(n=76) 

(n=109) 

(n=99) 

(n=110) 

(n=157) 

(n=90) 

(n=43) 

(n=296) 

(n=353) 

(n=25) 

(n=31) 

(n=85) 

(n=95) 

(n=92) 

(n=110) 

(n=141) 

(n=113) 

(n=5) 



 
 

（５）【市の取組への満足度：一覧】 

 

 Ｒ５ Ｒ４ 差 

（Ａ）-（Ｂ） 順位 
満足度

（Ａ） 
順位 

満足度 

（Ｂ） 

健
康
福
祉 

１ 子育て支援センターや児童館の取組 6 

3 

3 

3 

 

0.15 

 

7 0.28  -0.13 

-0.07 

-0.44 

-0.22 

-0.09 

-0.06 

-0.1 

0 

-0.24 

-0.11 

-0.09 

-0.19 

-0.03 

-0.06 

-0.05 

-0.12 

-0.13 

-0.14 

-0.1 

-0.12 

-0.1 

-0.16 

-0.14 

-0.07 

0.05 

0.03 

0.06 

-0.23 

-0.18 

-0.14 

-0.05 

-0.05 

-0.14 

-0.03 

-0.13 

0.01 

0 

-0.09 

-0.14 

-0.16 

-0.15 

-0.15 

-0.15 

-0.17 

-0.18 

-0.17 

-0.08 

-0.1 

-0.04 

-0.17 

-0.08 

-0.06-

0.13 

↓ 
２ 放課後児童クラブや学習支援教室などの取組 3 

 

0.30 

 

0.03 

4 0.37  -0.07 ↓ 
３ 幼稚園・保育園・認定こども園等の充実 13 

 

0.03 

 

2 0.47 -0.44 ↓ 
４ 子育て支援世帯に関する経済的支援制度（こども医療費助成、妊産婦の出産支援）  

て世帯に関する経済的支援制度（こども医療費助成、妊産婦の出産支援など） 

20 -0.04 

 

 

 

 

 

 

9 0.18  -0.22 ↓ 
５ 高齢者福祉サービスの取組（介護予防や高齢者の自主的な活動への支援など）  19 -0.01 

 

17 0.08  -0.09 ↓ 
６ 障がい者福祉サービスの取組（生活支援の取組など） 13 0.03 

 

16 0.09  -0.06 ↓ 
７ 福祉施設などの整備（介護の必要な方や障がいのある方が利用する施設などの整備） 28 -0.13 

 

26 -0.03  -0.1 ↓ 
８ 健康づくりサービスの推進（介護予防、健診、相談など） 5 0.18 9 0.18  0 → 
９ 救急医療体制の整備、榛原総合病院の診療体制 45 -0.54 42 -0.30  -0.24 ↓ 
10 地域の福祉にかかわるボランティアの活動や取組 10 0.07 9 0.18  -0.11 ↓ 

教
育
文
化 

11 子どもを通わせたいと思える学校づくりへの取組 16 0.02 15 0.11  -0.09 ↓ 
12 教育環境の整備（学校再編の取組、ＩＣＴ教育の推進など） 27 -0.11 

 

17 0.08  -0.19 ↓ 
13 生涯学習など教養を高める機会の提供 22 -0.05 24 -0.02  -0.03 

-0.44-

0.06 

-0.22 

-0.09 

-0.06 

-0.1 

0 

-0.24 

-0.11 

-0.09 

-0.19 

-0.03 

-0.06 

-0.05 

-0.12 

-0.13 

-0.14 

-0.1 

-0.12 

-0.1 

-0.16 

-0.14 

-0.07 

0.05 

0.03 

0.06 

-0.23 

-0.18 

-0.14 

-0.05 

-0.05 

-0.14 

-0.03 

-0.13 

0.01 

0 

-0.09 

-0.14 

-0.16 

-0.15 

-0.15 

-0.15 

-0.17 

-0.18 

-0.17 

-0.08 

-0.1 

-0.04 

-0.17 

-0.08 

-0.06 

↓ 
14 学校・家庭・地域での子どもたちへの教育力向上の取組 26 -0.09 26 -0.03  -0.06 ↓ 
15 伝統文化や歴史文化財、芸術に触れる機会を提供（充実）する取組  24 -0.08 26 -0.03  -0.05 ↓ 
16 図書館の機能充実に関する取組 11 0.05 13 0.17  -0.12 ↓ 
17 スポーツを行う環境の充実（グラウンド、体育館、プール、テニスコートなど） 39 -0.36 39 -0.23  -0.13 ↓ 

産
業
経
済 

18 農業者・水産業者への支援に関する取組 39 -0.36 38 -0.22  -0.14 ↓ 
19 特産品の消費推進の取組 34 -0.27 36 -0.17  -0.1 ↓ 
20 耕作者がいないなど、荒地となった農地の対策や利活用の取組 52 -0.98 52 -0.86  -0.12 ↓ 
21 耕作しやすい農地整備への取組 50 -0.69 51 -0.59  -0.1 ↓ 
22 企業誘致の取組 51 -0.74 50 -0.58  -0.16 ↓ 
23 起業者支援に関する取組 47 -0.56 45 -0.42 -0.14 ↓ 
24 働くことについての支援 48 -0.57 48 -0.50 -0.07 ↓ 
25 市内での買い物を促進する取組（プレミアム商品券など） 12 0.04 22 -0.01 0.05 ↑ 
26 観光誘客促進のための取組 43 -0.43 46 -0.46  0.03 ↑ 
27 各種イベントの開催 30 -0.18 40 -0.24  0.06 ↑ 

生
活
基
盤 

28 道路や河川の補修・整備 39 -0.36 32 -0.13  -0.23 ↓ 
29 上水道施設整備の取組 8 0.13 6 0.31 -0.18 ↓ 
30 良好な土地利用への誘導（商業地、工場、農地など） 46 -0.55 44 -0.41 -0.14 ↓ 
31 住宅地の確保や住宅地に関する情報の発信  39 -0.36 

 

43 -0.31 -0.05 ↓ 
32 公園・緑地の管理や整備の取組 44 -0.51 46 -0.46 -0.05 ↓ 
33 生活環境対策などへの取組（ゴミの収集や処理、ゴミ減量化の啓発、資源回収への支援、環境美化の啓発など） 7 0.14 7 0.28 -0.14 ↓ 
34 公害防止対策への取組（工場や事業所に対する取組） 9 0.11 14 0.14 -0.03 ↓ 
35 風力や太陽光など、再生可能エネルギーの活用への取組 29 -0.17 29 -0.04 -0.13 ↓ 
36 街並みや周辺の景観・美観への取組 32 -0.24 41 -0.25 0.01 ↑ 
37 自然環境の保全への取組（活動団体への支援など） 24 -0.08 30 -0.08 0.0 → 
38 富士山静岡空港を活用するための取組（情報発信や交流の推進） 35 -0.28 37 -0.19 -0.09 ↓ 
39 公共交通の充実（バス、デマンド乗り合いタクシーなどの取組） 49 -0.67 49 -0.53 -0.14 ↓ 
40 地域の悩みごと相談など各種相談窓口の充実 33 -0.25 31 -0.09 -0.16 ↓ 

防
災 

41 震災・水害・浸水対策への取組 36 -0.29 34 -0.14  -0.15 ↓ 
42 自主防災組織の強化のための取組（防災訓練や防災資機材整備の補助など防災体制整備への取組など）  13 0.03 9 0.18  -0.15 ↓ 
43 火災・救急などの消防体制への取組 2 0.32 2 0.47  -0.15 ↓ 
44 盗難などの犯罪防止に対する取組 30 -0.18 22 -0.01 -0.17 ↓ 
45 学校や地域で子どもを守る取組（軒先運動や青色パトロールなど） 1 0.34 1 0.52 -0.18 ↓ 
46 道路交通の安全対策（歩道などの整備） 38 -0.33 35 -0.16  -0.17 ↓ 

市
政
経
営 

47 自治会の住民自治活動への支援 17 0.00 17 0.08 -0.08 ↓ 
48 地区の集会所などの活動拠点への支援 20 -0.04 20 0.06 -0.1 ↓ 
49 行政と地域が協働し、課題解決やイベントなどの事業を行う取組 23 -0.06 24 -0.02 -0.04 ↓ 
50 行政改革の取組（効果的、効率的な取組） 37 -0.30 32 -0.13 -0.17 ↓ 
51 市の情報や知りたい取組などについて、広報紙などによる情報発信  4 0.27 5 0.35  -0.08 ↓ 
52 姉妹都市、友好都市との交流推進の取組 17 0.00 20 0.06 -0.06 ↓ 

満足度平均 -0.16 -0.05 -0.11 ↓ 

３ 今後の予定 

 ６月 27日(火) 市 HP掲載予定（各コミュニティセンターへ配架） 

 令和５年度の調査結果詳細については、別紙をご覧ください。 

回答ごとに以下のとおり配点し、合計値を回答者数で割り算出。 
（「無回答」は回答者に含めない） 
満足：＋２点／やや満足：＋１点／やや不満：－１点／不満：－２点 

   
令和４年度から一番上昇した項目 

   

上位５項目 

   

令和４年度から一番減少した項目 

   



 

定例記者懇談会 資料№２  

令和５年６月 27 日 

企画政策部 秘書政策課 

0548-23-0052 （件名）                               

「令和５年度 市民トーク」の開催について 

 

 

１ 概 要 

市長が各地区を訪問し、４月からスタートした「第３次総合計画」にかかる

取り組みや、地域の課題などについて説明するとともに、市民と意見交換を行

う、「令和５年度市民トーク」を下記の日程で開催する。 

 

２ 内 容 

・市長からパワーポイントを使った説明 

     第３次総合計画にかかる市の現状や取り組みなど 

   ・各地区や当日の参加者からの質問による意見交換 

 

３ 開催日時等 

(１)月日、対象地区、会場等 

月 日 対 象 地 区 会 場 

７月３日(月) 川崎(静波・川崎) 榛原文化センター 

７月６日(木) 坂部 坂部区民センター 

７月７日(金) 
相良(相良・福岡・波津 

・須々木・大沢・大江) 
牧之原市史料館 

7 月 12 日(水) 
萩間(中里・白井・神寄 

・西萩間・東萩間) 
萩間公民館 

7 月 14 日(金) 菅山 菅山区公民館 

７月 18 日(火) 片浜 片浜コミュニティ防災センター 

７月 24 日(月) 細江 細江コミュニティセンター 

７月 26 日(水) 牧之原（榛原地区・相良地区） 牧之原コミュニティセンター 

７月 27 日(木) 勝間田 勝間田会館 

※開催時間は 19 時 00 分～20 時 30 分を予定。 



 

 

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金について 

 

１ 概要 

国において、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響に対する支援策として、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のうち電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方

交付金を増額しました。 

当該交付金のうち物価高騰の負担感が大きい低所得世帯への支援として「低所得世帯支援枠」

を措置し、住民税非課税世帯等に対して現金を給付します。 

 

２ 給付額 １世帯当たり ３万円 

 

３ 支給対象者等 

（１）申請不要「住民税非課税世帯」 

・基準日（令和５年６月１日）において、世帯全員の令和５年度分の住民税均等割が非課

税である世帯。 

  ・対象世帯に、案内チラシと振込口座が記載されたお知らせ又は確認書を送付。対象世帯

で内容に変更等がある場合は書類内容を確認後、同封する返信用封筒により返送。 

  ・お知らせの発送は、７月 28日(金)頃 

（２）要申請「家計急変世帯」※①で支給された世帯は対象外 

・令和５年１月以降の収入が新型コロナウイルス感染症の影響で減少し、「住民税非課税

相当」の収入となった世帯。 

・申請期間は令和５年７月 28 日（金）から令和５年 10月 31 日（火） 

・申請様式等については、市ホームページからダウンロードするか、下記の給付金窓口ま

でお問い合わせください（ご連絡いただければ郵送も可能です）。 

 

※①及び②に該当した場合でも、市町村民税（均等割）が課税されている者の扶養親族等

のみで構成される世帯は、給付対象外となります。 

 

４ 申請窓口及び問い合わせ先 

  〒421-0422 牧之原市静波 991 番地 1  

牧之原市総合健康福祉センター さざんか 福祉こども相談センター内 

【価格高騰重点支援給付金窓口】 

   専用電話  ２３－００８５ FAX ２３－００９９ 

     受付時間 ８:１５～１７:００（土日祝を除く）水曜日は１９：００まで 

定例記者懇談会 資料№３ 

令和５年６月 27 日 

福祉こども部 福祉こども相談センター 

0548-23-0078 



支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

住民税均等割非課税世帯等の皆さまへ

支給対象と申請の有無

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（１世帯あたり３万円）
は、住民税均等割非課税世帯や令和５年１月から１０月までに家計急変
のあった世帯を支援する新たな給付金です。
※住民税が課税されている方の扶養義務者等のみからなる世帯は対象外

世帯全員の令和５年度

「住民税均等割が非課税」
の世帯

令和５年１月～10月の収入が

減少し「住民税非課税相当」
の収入となった世帯(家計急変世帯)

１世帯あたり３万円

給付金の支給額

令和５年度牧之原市低所得者世帯
電力・ガス・食料品等価格重点
支援給付金（３万円/１世帯）のご案内

収入が減少することが、あらかじめ明らかな月の収入減少により給付を申請した場合、
不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。

振込通知書（おしらせ） 確認書（返送要）

令和５年６月１日時点で牧之原市に住民登録の
ある場合、上記のものが送付されます。

受付期間：令和５年10月31日（火）まで

申請期間：令和５年７月28日（金）
～令和５年10月31日（火）

申請時点で牧之原市に住民登録のある場合
申請してください。

【申請書配布先】
・牧之原市役所両庁舎（市民課)

・さざんか（福祉こども相談センター)

・い～ら（社会福祉協議会)

申請が必要です

詳しくは裏面Ⅰへ 詳しくは裏面Ⅱへ

振込口座が分
かっている場合

振込口座が
不明な場合



●対象となる世帯には、牧之原市役所 福祉こども相談センターから、振込通知書

（ハガキ）または、確認書が送付されます。

●通知書が届いた場合、記載内容に変更がなければ、手続きは不要です。

※口座を変更したい場合には、お問い合わせ先までお電話ください。

●確認書が届いた場合、中身を確認して、同封の返信用封筒にて

令和５年10月31日（火）までに返送してください。

Ⅰ 令和５年度住民税（均等割）が非課税の世帯

住民税非課税世帯等に対する臨時特例給付金の「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

自宅や職場などに都道府県・市区町村や国(の職員)などをかたる不審な電話や郵便があった場合は、お住まいの市
区町村や最寄りの警察署か警察相談専用電話(＃9110)にご連絡ください。

！

(１）世帯の全ての方が、令和５年１月１日以前から現住所にお住まいの場合

給付金の支給手続き

Ⅱ 予期せず家計が急変したことで収入が減少し、
世帯全員が住民税非課税相当※となった世帯(家計急変世帯)

お問い合わせ

421-0422 牧之原市静波991-1
牧之原市総合健康福祉センター｢さざんか｣福祉こども相談センター

｢価格高騰重点支援給付金｣窓口
電 話 0548ｰ23ｰ0085

受付時間 平日８:15～17:00 (土日祝を除く)
水曜日は19:00まで

※ 住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和４年１月から12月までの
任意の１か月収入×12倍）が市町村民税均等割非課税水準以下であることを指します。

（一例）住民税非課税となる年間給与収入の目安（牧之原市の場合）
【単身の場合】93万円以下、【母・子(1人)の場合】137.8万円以下《早見表》

扶養している親族の状況 非課税相当(収入)限度額 非課税相当(所得)限度額

単身又は扶養親族がいない場合 ９３．０万円以下 ３８．０万円以下

配偶者又は扶養親族が１名の場合 １３７．８万円以下 ８２．８万円以下

配偶者又は扶養親族の合計が２名の場合 １６８．０万円以下 １１０．８万円以下

配偶者又は扶養親族の合計が３名の場合 ２０９．７万円以下 １３８．８万円以下

配偶者又は扶養親族の合計が４名の場合 ２４９．７万円以下 １６６．８万円以下

本人が障害者、未成年者、寡婦、ひとり親のいずれかの控除が適用されている場合 ２０４．４万円未満 １３５．０万円以下

●給付金を受け取るには、申請が必要です。
●申請書に必要事項を記入して、添付書類とともに牧之原市役所福祉こども相談

センターに、直接または郵送でご提出ください。

●申請様式等については、市ホームページからダウンロードするか、下記の給付

金窓口までお問い合わせください。

申請期間：令和５年７月28日（金）から令和５年10月31日（火）まで



定例記者懇談会 資料№４ 

令和５年６月 27日 

産業経済部 商工観光課 

0548-53-2623 
 

牧之原市内の夏季イベントについて 
 

 

１ 静岡・静波海岸ビーチサッカー 

  日時：７月８日（土）12:00～、９日（日）10:00～ 

  会場：静波海岸 

  内容：５人制のビーチサッカー大会を開催。 

各チーム４～５試合を実施予定。※参加チーム数により変更の可能性有り 

     優勝チームには表彰有り。観戦無料、参加有料。 

  主催：エフチャンネル（電話：080-5532-9849） 

 

２ 海開き前夜祭打上花火 プロデュース ｂｙ イケブン 

日 時：７月 13 日（木）午後７時 30 分～（30 分ほど） 

会 場：勝間田川右岸河口 

内 容：７月 14 日から始まる海開きの前夜祭として、花火の打ち上げを 30 分間

予定しています。 

問合せ：まきのはら活性化センター（電話：0548-22-5600） 

 

３ さがらサンビーチ 海開き 

  日時：７月 14 日（金） 

会場：さがらサンビーチ 海の家「ビーチガーデン」 

内容：午前９時～ 安全祈願祭 

     式典終了後、近隣園（須々木幼稚園・相良幼稚園）の園児初泳ぎを予定。 

  主催：まきのはら活性化センター （電話：0548-22-5600） 

 

４ 静波海水浴場 海開き 

  日時：７月 14 日（金） 

会場：静波海水浴場 海の家「かもめ」 

内容：午前 10 時 30 分～ 安全祈願祭 

     日本ライフセービング協会による水難救助のデモンストレーションを予

定。 

  主催：まきのはら活性化センター（電話：0548-22-5600） 

 

 

裏面有り 

 



５ さがら海上花火大会 

日時：９月２日（土）午後７時から午後８時まで 

会場：さがらサンビーチ 

内容：RIDE ON MAKINOHARA～夢に乗るまち牧之原～ 

   いい波に乗ろう！さがら海上花火大会 2023 

   海上花火、水中スターマインをメインに、1,173（いい波）発の花火を打

ち上げます。会場では、まきのはら活性化センター会員事業者や露店約 90

店舗の出店を計画しており、よさこい等地元の団体のイベントも企画して

います。 

主催：まきのはら活性化センター（電話：0548-22-5600） 

 

６ RIDE ON MAKINOHARA Welcome 打上花火 

日時：９月５日（火）※お～いお茶杯第 64 期王位戦第６局が開催された場合 

※その他の打上日時は調整中 

会場：勝間田川右岸河口 

内容：県内外からの誘客を目的とし、海水浴シーズン、RIDE ON MAKINOHARA 誘客

キャンペーン中に計２回程度の花火の打ち上げを予定しています。10 分間

で 250～300 発の花火を打ち上げ予定です。 

主催：まきのはら活性化センター（電話：0548-22-5600） 

 



 

定例記者懇談会 資料№５ 

令和５年６月 27 日 
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令和５年度 RIDE ON MAKINOHARA 誘客キャンペーンについて 

 

【目的】 

アフターコロナに向けた観光振興を踏まえ、海水浴シーズン及び閑散期に多くの誘

客を図るため、誘客キャンペーンを開催する。実施期間は、第１弾として海水浴シー

ズンの７月８月に山梨県民と長野県民を対象とし、第２弾は、閑散期の９月から１月

までの期間に全都道府県民を対象として、市内宿泊者に対して商品券を配布し、市内

での飲食や体験、土産等を購入していただくことにより市内の経済活性化を図る。 

 

【実施事業者】一般社団法人まきのはら活性化センター 

 

【実 施 期 間】第１弾 令和５年７月 15 日(土)ﾁｪｯｸｲﾝ～令和５年９月１日(金)ﾁｪｯｸｱｳﾄ 

第２弾 令和５年９月１日(金)ﾁｪｯｸｲﾝ～令和６年２月１日(木)ﾁｪｯｸｱｳﾄ 

 

【助成対象者】キャンペーン実施期間中に牧之原市内の宿泊施設（対象施設に限る。）

に宿泊する方 10,000 人を対象とする。 

 

【助 成 額】宿泊助成対象者 1人あたり 1泊につき 3,000 円分の商品券 

（1,000 円券×3 枚、商工会登録店舗・宿泊施設・体験施設の使用が可） 

※１人あたり１泊の宿泊費 3,000 円以上が対象 

     宿泊費とは、素泊まりや１泊朝食付、１泊２食付の基本料金をいう。 

 

■商品券助成対象 
対象 宿泊費 宿泊施設での宿泊費以外の

料金（飲食費等） 
飲食店や体験施設、
おみやげの購入等 

使用 × 〇 〇 
    ※他の助成制度との併用を可能とする。 
 

【対象事業者】市内宿泊事業者 24 施設 

 

【申 込 方 法】宿泊希望者は、市内の宿泊施設に申し込み。 

 

【問い合わせ】まきのはら活性化センター 電話：0548-22-5600 



富士山静岡空港
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新鮮な海の幸

20232023年年99月月22日日（雨天順延） （雨天順延） 
さがらさがら海上花火大会海上花火大会20232023
RIDE ON MAKINOHARARIDE ON MAKINOHARA
       いい波に乗ろう！       いい波に乗ろう！
（海上花火、水中スターマインをメインに（海上花火、水中スターマインをメインに
     約1173発の花火を打ち上げ）     約1173発の花火を打ち上げ）

2023年9月2日（雨天順延） 
さがら海上花火大会2023
RIDE ON MAKINOHARA
       いい波に乗ろう！
（海上花火、水中スターマインをメインに
     約1173発の花火を打ち上げ）

静
波
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フ
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助成対象
・キャンペーン実施期間中に静岡県牧之原市内の
  　　　　宿泊対象施設に宿泊する方 （10,000人限定）
・1人あたり1泊の宿泊費3,000円以上が対象
・宿泊施設での「宿泊費以外」の料金（飲食費等）
・飲食店や体験施設、おみやげの購入等
・他の助成制度との併用可能

申込方法
①1週間前までに牧之原市指定宿泊施設へ「直接予約」
②チェックイン当日に宿泊施設にて商品券お受け取り

お問合せ
一般社団法人
まきのはら活性化センター
0548-22-5600

静岡県牧之原市宿泊者限定商品券
1人1泊につき　3,000円 1,000円券×3枚

誘客誘客キャンペーンキャンペーン誘客キャンペーン20232023  RIDERIDE ON  ON MAKINOHARAMAKINOHARA2023 RIDE ON MAKINOHARA
対象期間
第1弾

第2弾　2023年9月1日（金）チェックイン～2024年2月1日（木）チェックアウト

山梨県・長野県民限定 2023年7月15日（土）チェックイン
 ～2023年9月1日（金）チェックアウト 召召
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静岡県牧之原市へのアクセス
■自家用車
東名高速道路
静岡市方面から 東名吉田ICより
　　　　　　　　市街地まで 約15分
浜松市方面から 東名相良牧之原ICより
　　　　　　　　市街地まで 約15分
■公共交通機関
しずてつジャストライン（バス）
静岡駅前ー相良営業所・浜岡営業所行き 約1時間
藤枝駅南口ー相良営業所行き 約1時間
島田駅ー静波海岸入口行き 約50分
金谷駅ー静波海岸入口行き 約40分/相良本通行き 約45分



1週間前までに
施設に

「直接ご予約」を
お願いします 指定宿泊施設一覧

助成対象
宿泊施設での

「宿泊費以外」の料金
（飲食費・飲食店や
体験施設、おみやげの

購入等）

誘客誘客キャンペーンキャンペーン誘客キャンペーン 静岡県牧之原市
宿泊者限定商品券
1人1泊につき
3,000円
1,000円券×3枚

20232023  RIDERIDE ON  ON MAKINOHARAMAKINOHARA2023 RIDE ON MAKINOHARA

お問合せ   一般社団法人 まきのはら活性化センター 0548-22-5600



サップ体験

ボルダリ
ング体験

お茶の手揉み体験

新
鮮
な
海
の
幸

20232023年年99月月22日日（雨天順延） （雨天順延） 
さがらさがら海上花火大会海上花火大会2023 RIDE ON MAKINOHARA2023 RIDE ON MAKINOHARA
（海上花火、水中スターマインをメインに約1173発の花火を打ち上げ）（海上花火、水中スターマインをメインに約1173発の花火を打ち上げ）

2023年9月2日（雨天順延） 
さがら海上花火大会2023 RIDE ON MAKINOHARA
（海上花火、水中スターマインをメインに約1173発の花火を打ち上げ）

いい波に乗ろう！いい波に乗ろう！いい波に乗ろう！
20242024年年11月月11日日
初詣祈願式初詣祈願式
2024年1月1日
初詣祈願式

富士山静岡空港
富士山静岡空港
富士山静岡空港

駿河湾釣り体験

静
波
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム

静
波
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム

静
波
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム

助成対象
・キャンペーン実施期間中に静岡県牧之原市内の宿泊対象施設に宿泊する方 （10,000人限定）
・1人あたり1泊の宿泊費3,000円以上が対象
・宿泊施設での「宿泊費以外」の料金（飲食費等）
・飲食店や体験施設、おみやげの購入等 (他の助成制度との併用可能)

申込方法
①1週間前までに牧之原市指定宿泊施設へ「直接予約」
②チェックイン当日に宿泊施設にて商品券お受け取り
お問合せ 一般社団法人 まきのはら活性化センター

対象期間
第1弾

第2弾　2023年9月1日（金）チェックイン～2024年2月1日（木）チェックアウト

誘客誘客キャンペーンキャンペーン誘客キャンペーン
山梨県・長野県民限定 2023年7月15日（土） チェックイン

 ～2023年9月1日（金） チェックアウト

静岡県牧之原市宿泊者限定商品券
1人1泊につき　3,000円 1,000円券×3枚

20232023  RIDERIDE ON  ON MAKINOHARAMAKINOHARA2023 RIDE ON MAKINOHARA
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静岡県牧之原市へのアクセス
■自家用車
東名高速道路
静岡市方面から 東名吉田ICより
　　　　　　　　市街地まで 約15分
浜松市方面から 東名相良牧之原ICより
　　　　　　　　市街地まで 約15分
■公共交通機関
しずてつジャストライン（バス）
静岡駅前ー相良営業所・浜岡営業所行き 約1時間
藤枝駅南口ー相良営業所行き 約1時間
島田駅ー静波海岸入口行き 約50分
金谷駅ー静波海岸入口行き 約40分/相良本通行き 約45分0548 - 0548 - 2222 -  - 560056000548 - 22 - 5600



1週間前までに
施設に

「直接ご予約」を
お願いします 指定宿泊施設一覧

助成対象
宿泊施設での

「宿泊費以外」の料金
（飲食費・飲食店や
体験施設、おみやげの

購入等）

誘客誘客キャンペーンキャンペーン誘客キャンペーン 静岡県牧之原市
宿泊者限定商品券
1人1泊につき
3,000円
1,000円券×3枚

20232023  RIDERIDE ON  ON MAKINOHARAMAKINOHARA2023 RIDE ON MAKINOHARA

お問合せ   一般社団法人 まきのはら活性化センター 0548-22-5600



 第２回 RIDE ON MAKINOHARA 地場産品活用 

「勝負メシ」プロジェクトについて 

（産業経済部商工観光課） 
１ 趣旨  

地元を元気にするため「地域の食材を食べて、勝負に勝つ」というメッセー

ジを込め、市内の飲食業者などから地元の食材を活かした自慢のメニューを募

集しました。 

6 月 28 日より「みんなの推しメニュー」投票を実施し、推しメニューラン

キングを決定します。 

多くの方からの投票をお願いします。 

 

２ 「勝負メシ」の要件  

・ 牧之原市産の食材（農水産物など）を一つ以上使用すること。 

・ 店舗の通常メニューとして提供すること、または提供予定であること。 

・ ランチ部門、スイーツ部門それぞれ募集する。 

・ １店舗あたり各部門 1点まで応募可能。 

・ 既に販売している自慢のメニュー、または新開発メニューどちらでも可。 

 

３ 応募状況  

 ランチ部門 ：17 件（前年 12 件） 

 スイーツ部門：15 件（前年 ８件） 

※応募されたメニューの詳細は別紙資料をご覧ください。 

 

４ みんなの推しメニュー  

・ ロゴフォームを利用し、「みんなの推しメニュー」応援コメントを募集し

ます。 

・ 気になったメニューを実際に食べた感想、または食べていなくても気に

なるメニューには応援コメントを投稿してください。 

・ 応援コメント数上位のメニューを発表します。パンフレットにはランキ

ング結果に関わらずの全てのメニューが掲載されます。 

・ 投票期間６月 28 日（水）9：00～７月 31 日（月）23：59 

 

◆応募の詳細はこちらのページから。 

https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/soshiki/23/50259.html 

 

 

５ 「勝負メシ」発表会  

日時：令和５年８月 17 日（木） 14：00～（予定） 

会場：さざんか ホール 

 

６ スケジュール  

７月中旬  投票中間発表 

 ８月 17 日  発表会(さざんか) 

 ８月下旬～  パンフレット発行、将棋イベントなどでの PR 

定例記者懇談会 資料№６ 

令和５年６月 27 日 

産業経済部 商工観光課 

0548-53-2623 
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牧之原台地と海の
幸せPIZZA

駿河海鮮蒸し寿司 特上とろろ天重

はみ出るタチウオ天丼
と牧之原茶そば

スパイシーなラタトゥ
イユのチキンバーガー

ゆっくり火入れしたローストポーク
のグリエ生姜香る醤油バターソース、
牧之原夏野菜の洋風さっぱりマリネ、
白髪ネギとミョウガのアクセント

遠州夢咲牛ロースト
ビーフのむぎわら
おもてなし膳

マグロのレアカツ
茶のベーゼソース定食

海舟、野点弁当
ちらし鮨 ケンケンスペシャル

カレー 

焼鯖とろろ定食
酢豚ランチ

ナスとトマトの
ピリ辛和え麺と
お茶の葉入り
しらすの茶飯

たっぷり自家製
チャーシューの冷麺

ランチ部門
L U N C H

コメント投稿
フォームは
こちらから▼

牧之原市商工観光課・牧之原市商工会
牧之原市相良275 TEL：0548-53-2647

「みんなの推しメニュー」投票を実施！

推しコメント募集中！

一如魚弁当

梅太郎丼
とろろそば
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Ice da mon de 田沼意次の城ランタン
サブレ

お茶つぶマカロン

お茶つぶダックワーズ 牧之原柑橘香るガトー
ショコラ

バタークリームショート
ケーキ

茶処牧之原台地これぞ
日本一！

静波夕日コルネ マキノハニートマト
みるく いちごおりパフェ

ハニースイート
ポテト

とろけるトウモロコ
シぷりん

一如プリン お～い、団子もテロワールケイク

スイーツ部門
S W E E T S

コメント投稿
フォームは
こちらから▼

牧之原市商工観光課・牧之原市商工会
牧之原市相良275 TEL：0548-53-2647

「みんなの推しメニュー」投票を実施！

推しコメント募集中！



牧之原市内のマリンスポーツイベントについて 

 
１ RIDE ON MAKINOHARA キッズサーフィンスクール ≪例年開催≫ 

（１） 日 時  令和５年７月８日（土）【午前の部】午前９時～午前 11 時 
                   【午後の部】午後１時～午後３時 
（２） 場 所  静波海岸西側（旧堤防横） 
（３） 参加者  小学生 98 人（市内 75 人、市外 2３人） 
（４） 参加費  1,000 円 
（５） 主 催  牧之原市、牧之原市教育委員会 
（６） 共 催  （一社）日本サーフィン連盟、静岡県サーフィン連盟 
（７） 協 力  日本サーフィン連盟静岡２区支部 
（８） その他  気象条件により中止になる場合があります。実施の可否は、当日午前６時 

に現地で判断しますので、判断に迷う場合は恐れ入りますが、市役所榛原 
庁舎宿直（0548‐23‐0001）までお問合せください。 

 
２ マリンスポーツフェスタ２０２３ ≪例年開催≫ 

（１） 日 時  令和５年７月 16 日（日）午前９時～午後３時 
（２） 場 所  御前崎港マリーナ（牧之原市新庄 3043‐3） 
（３） 参加者  小学生以上【事前申し込み不要】 
（４） 参加費  無料 
（５） 主 催  牧之原市、御前崎市 
（６） 主 管  御前崎マリンスポーツクラブ 
（７） その他  気象条件により中止になる場合があります。中止する場合は、市の HP に 

     てお知らせします。 
 

３ キッズ（初心者）向けサーフィン教室 ≪初開催≫ 

（１） 日 時 令和５年７月 29 日（土）【午前の部】午前 8 時 30 分～午前 11 時 
               【午後の部】午後０時 30 分～午後３時 

（２） 場 所 静波サーフスタジアム（牧之原市静波 2220） 
（３） 参加者 定員 80 人（小学３年生～6 年生）※応募多数の場合は抽選 
（４） 参加費 無料 
（５） 募 集 ７月９日（日）まで 
（６） 主 催 中部電力株式会社、サーフスタジムジャパン株式会社 
（７） 後 援 牧之原市、牧之原市教育委員会 
（８） その他 ・サーフィン教室のほか、中部電力「でんきの科学館」のスタッフとともに 

行う工作体験ブース、電気の発電の仕組みがわかる「発電体験コーナー」   
も出展予定です。 

    ・雨天決行ですが、荒天の場合は中止となる可能性があります。 

定例記者懇談会 資料№７ 

令和５年６月27日 

教育文化部 スポーツ推進課  

0548‐53‐2643 



 
 

 
 
 

 

● 名 称 RIDE ON MAKINOHARAキッズサーフィンスクール 

● 主 催 牧之原市、牧之原市教育委員会 

● 共 催 （一社）日本サーフィン連盟（NSA）、静岡県サーフィン連盟 

● 協 力 （一社）日本サーフィン連盟静岡２区支部 

 

● 開催日 令和５年７月８日（土）  

     集合解散：静波海岸駐車場（中央入口） 

 

● 日 程 【午前の部：定員30名】集合：午前８時30分 

教室：午前９時00分～午前11時00分 

   【午後の部：定員30名】集合：午後 0時30分 

     教室：午後１時00分～午後３時00分 

 

● 対 象 小学１年生～６年生 

 

● 持ち物 水着、タオル、水筒など（詳しくは参加者に通知します） 

                      ＊ボードやウエットスーツ等は主催者が準備します。 

 

● 参加料 1,000円（保険料込み・当日集金します） 

 

● 申込み ６月７日（水）までに下記QRコード又は 

FAXで下記までお申し込みください。 

              

● その他 ・天候、海の状況によっては、中止する場合があります。 

・参加は、原則、保護者同伴とします。 

・定員を超える応募の場合、抽選又は日程変更となる 

 場合があります。その結果は応募者全員にお知らせします。 

 

 

 

 

 
 
※できるだけ、QR コードを読み込んで LOGO フォームで申込みください。 
ＦＡＸ（０５４８（5３）2657）の場合は、以下の項目に記入の上、お申し込みください。 

キッズサーフィンスクール申込書 ＊必ずふりがなを記載して下さい。 

（ふりがな） 

氏   名 
性別 学校名 学年 住 所・℡ ＊身長・体重 希望時間 

(                    ) 

 

 

       

 

℡ 

 ・午前 

・午後 

・どちらでも 

(           )  

 

 

    

 

℡ 

 ・午前 

・午後 

・どちらでも 

＊身長・体重は、ウエットスーツサイズの参考にさせていただきます。 

初心者向けサーフィンスクール 

〒421－0592 牧之原市相良275 
 牧之原市教育文化部スポーツ推進課 
 電話 0548(53)2643  FAX0548(53)2657 



場所:御前崎港マリーナ
(牧之原市新庄3043-4)

参加費：無料
対象：小学生以上

主催：牧之原市・御前崎市 主管：御前崎マリンスポーツクラブ

協力：牧之原市・御前崎市スポーツ推進委員会、ＵＳＰＲ、御前崎・相良Ｂ＆Ｇ海洋クラブ、
御前崎市・牧之原市相良Ｂ＆Ｇ海洋センター、牧之原市Ｂ＆Ｇ指導者会、プロショップフュージョン

※気象状況により中止となる場合があります。中止する場合は、市のＨＰにてお知らせします。

※参加者の人数により体験できない場合があります。また衣服が濡れるので、着替えなどをご持参ください。

※マリンシューズや濡れても良い靴でお越しください。ケガに繋がりますのでビーチサンダルはお控えくだ
さい。

感染対策等は個人の判断で、ご対応いただ
きますようお願いいたします。

※駐車場には限りがあります。誘導員の指示に従い、乗り合わせ等にてお越しください。

※貴重品のお預かりはしておりません
各自責任を持って管理をお願いいたします。

※12:00～13:00休憩時間あり



御前崎港マリーナ

地頭方漁港

なぶら館

国道150号
バイパス

国道150号

国道150号

静岡・焼津方面

浜松・菊川方面

信号

牧之原市

御前崎市

ＱＲコードでも場所
が検索出来るよ！

待ってるよ！
遊びに来てね！



写真を
入れて
ください

写真を
入れて
ください

写真を
入れて
ください

日時：令和５年７月２９日（土）
【午前の部：定員40名】
サーフィン教室 8：30～11：00 受付時間 8：00～ 8:30
【午後の部：定員40名】
サーフィン教室 12：30～15：00   受付時間12：00～12：30

☆☆開催日時・受付時間・定員☆☆

☆☆お問い合わせ先☆☆

参加費
無料

（牧之原市静波2220）

※参加者多数の場合は抽選となります

☆☆開催場所☆☆

静波サーフスタジアム
☆☆対象者☆☆

小学3年生～6年生
※必ず保護者（18歳以上）の

同伴が必要です☆☆持ち物☆☆

水着、タオル、水筒など
※ボードやウェットスーツは事務局で準備します。

☆☆イベント内容☆☆
・サーフィン教室のほか、中部電力「でん

きの科学館」のスタッフとともに行う

工作体験ブース、電気の発電の仕組

みがわかる「発電体験コーナー」も出

展予定です。

・当日は、サーフスタジアムの浅瀬プー

ルを開放するため、参加者のご兄弟・

ご姉妹も水遊びを楽しむことができま

す。☆☆申込方法☆☆

7月9日（日）18時までに
下記ＱＲコードより申込

☆☆注意事項☆☆
・雨天決行ですが、荒天の場合は中止

する可能性があります。

・定員を超える場合、抽選となります。

抽選結果は当選者のみに７月20日頃

にお知らせ予定です。

中部電力株式会社 広報制作グループ Email：ml-kohoseisaku@c-net.ne.jp

主催：中部電力株式会社、Surf Stadium Japan株式会社 後援：牧之原市、牧之原市教育委員会

静波サーフスタジアムでサーフィンに挑戦してみませんか？

キッズ（初心者）向けサーフィン教室開催！

※土曜・日曜・祝日にご連絡をいただいたた場合、翌営業日以降にお返事させていただきます。



「身近な福祉について語ろう」の開催について 
  
 
１ 実施目的 

  誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけるまちづくりに向けて

「第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定するにあたり、市民及び地

域が取り組むべき目標に市民の意見を反映させるため、意見交換会を開催す

る。 

 

 

２ 開催内容 

 (１)榛原地区での意見交換 ※実施済み 

   榛原地区での「身近な福祉について語ろう」というワークショップは、平

成 16 年から始まり、今回で 19 回目の開催となる。 

   ①開催日時：６月 26 日(月) 午後４時 30 分から(２時間程度) 

   ②会  場：総合健康福祉センターさざんか２階 会議室 

   ③参 加 者：榛原中学校生徒、牧之原中学校生徒、榛原高等学校生徒、 

榛原地区民生委員、地域福祉推進協議会委員、 

社会福祉協議会職員、市職員 

                  計 40 人～50 人 

 

 (２)相良地区での意見交換  

   相良地区での「身近な福祉について語ろう」というワークショップは、   

初めての開催となる。 

   ①開催日時：７月 21 日(金) 午後３時 00 分から(２時間程度) 

   ②会  場：相良総合センターい～ら 福祉団体活動室 

   ③参 加 者：相良中学校生徒、相良高等学校生徒、相良地区民生委員、 

地域福祉推進協議会委員、社会福祉協議会職員、市職員 

 計 40 人～50 人 

 

 

３ 実施体制 

主催 牧之原市(社会福祉課)、牧之原市社会福祉協議会 

協力 (一社)ＣＬＩＰ 

 

 

４ テーマ 

  「身近な福祉について語ろう(誰もが自分らしく暮らすためにできること)」

をテーマに、市民として取り組んでいること、地域として取り組んでいること

を情報共有し、今後も市民及び地域が取り組むべきことについて語り合う。 

 

 

 

定例記者懇談会 資料№８ 

令和５年６月 27日 

福祉こども部 社会福祉課 

0548-23-0070 



 



 

 
 

定例記者懇談会 資料№９ 

令和５年６月２７日 

福祉こども部 社会福祉課 

0548-23-0072  
 

みんなで支え合い自分らしく暮らせるまちづくりを語ろう！ 

の開催について 

          
 

１ 実施目的 

  第４次障がい者計画の策定にあたり、令和６年度から 11 年度までの６年間に取

る組む施策等に市民の意見を反映するため、参加者同士が自由な雰囲気で語り合う

意見交換を開催する。 

 

２ 開催日時 

  令和５年７月７日（金）午後１時から午後４時まで 

 

３ 開催場所 

  相良総合センターい～ら 福祉団体活動室 

 

４ 参加予定者 

  障害者団体等の会員、障害者自立支援ネットワークメンバー、障害者相談員、 

  学校教育関係者、スポーツ推進関係者、公募市民など 計 ３０人～４０人 

 

５ 実施体制 

  主催 牧之原市（社会福祉課） 協力 （一社）ＣＬＩＰ 

 

６ 意見交換のテーマ（予定） 

 （第１部） 

現行計画の進捗及びアンケート結果から見える課題等について、情報共有し、 

  今後重点的に取り組むべきことについて語り合う。 

 

 （第２部） 

国の第５次基本計画に盛り込まれた項目のうち、「教育の振興」、「文化芸術活動

活動・スポーツ等の振興」をテーマに取り上げ、ありたい姿について語り合う。 

 



2023年

７月７日（金）
13：00～16：00（12：30開場）

相良総合センターい～ら 福祉団体活動室
〒421-0524 牧之原市須々木140番地

申込フォームからの申し込みはこちら

右ＱＲコードを読み込み申込みフォームからお申込み、
または裏面FAXよりお申込みください。
【申込期限】 ６月２３日（金）

問合せ先 牧之原市役所 社会福祉課 0548-23-0072

テーマ

みんなで支え合い
自分らしく暮らせる

まちづくりを語ろう！

定員
40名程度

みなさんの貴重な意見をお聞かせください。

障がいのある人もない人も、すべての人が地域で共に生きる一人として、
認め合い、支え合えるまちを目指してみませんか？

第 部 現行計画の報告・課題について
第2部 教育、文化芸術活動・スポーツ活動の振興について
１

申 込



牧之原市第４次障がい者計画策定に向けた意見交換会

参加申込書

氏 名

住 所

連 絡 先

希望のテーマ

第２部で話し合いたいテーマに〇を付けてください

１. 教育の振興
２. 文化芸術活動・スポーツ等の振興
３. その他（ ）

※ご希望に添えない場合もございますが、ご容赦願います。

送信先 FAX  0548-23-0099

牧之原市 福祉こども部 社会福祉課 障害者支援係
Tel 0548-23-0072
Mail fukushi@city.makinohara.lg.jp

問合せ



いのち支えるこころの相談事業の開始について 

 

 

１ 経緯・背景 

牧之原市では市の自殺対策計画の基本姿勢「一人ひとりの生きるを支える」に

則り、庁内外の関係者とネットワーク会議を開催し、関係機関との情報共有や関

係構築に努めてきた。全国的にも自殺未遂歴がある方はない方に比べて自殺に

至りやすい傾向があり、牧之原市においても令和３年の自殺者５人中３人に自

殺未遂歴があった。自殺未遂者への支援については、自殺対策大綱の重点施策に

も明記されており、ネットワーク会議においても自殺未遂者やその家族に向け

た支援の必要性について検討され、今回の事業開始に繋がった。 

 

２ 目的および事業概要 

自殺未遂者とその家族に対して相談支援を実施し、再発の防止を目的とする。

警察、病院、消防、保健所と連携のもと、自殺未遂者またはその家族の同意が得

られた場合に、警察及び病院から牧之原市へ自殺未遂者の情報提供を行い、相談

支援等へつなげる県内初のシステムを構築し、支援する。 

 

３ 実施フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※配布するリーフレットは別紙参照 

４ 開始時期 

令和５年７月から 

 

５ 令和５年度連携機関 

（１）牧之原警察署 

（２）榛原総合病院 

（３）静岡市牧之原消防署・吉田消防署 

（４）中部保健所 

自
殺
未
遂
の
発
生 

情
報
提
供
の
同
意 
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本人または家族が 

リーフレット内の 
相談先を利用 

本人または 
家族が 

病院または警察 牧之原市 

保健所 

事業の情報

を共有 

定例記者懇談会 資料№10 

令和５年６月 27日 

健康推進部 健康推進課 

0548-23-0024 
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定例記者懇談会 資料№11 

令和５年６月２７日 

企画政策部 情報交流課 

0548-23-0040 

牧之原市国際交流協会「七夕まつり」の開催について 
 
 
 

 牧之原市国際交流協会では、縁あって日本に住んでいる外国籍住民の皆さん

に、日本文化体験及び地域住民との交流を楽しんでいただくために「七夕まつり」

を下記のとおり開催します。会員が外国籍住民に浴衣の着付けを行い、その後、

全員で短冊に願い事を書いて飾り付けをします。 

 

 

１ 日 時 令和５年７月２日（日） 午前 10：00～正午 

 

２ 場 所 牧之原市役所榛原庁舎４階会議室 

 

３ 内 容 浴衣の着付け体験・七夕飾り付け・交流会（ビンゴや写真撮影など） 

 

４ その他 作った七夕飾りは、牧之原市両庁舎のロビーに一週間程度飾りま

す。参加した外国籍住民の方による、様々な国の言葉で書かれた短

冊をお楽しみください。 

（昨年の様子） 
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